
～やねだん故郷創世塾とは～
2007年にスタートした故郷創世塾は毎年５月と11月の年２回開催して、卒塾生は第38回までで1,405人が誕生して
います。鹿屋市串良町に位置する柳谷町内会（通称やねだん）～現在101世帯198人が共存する中山間地域～の迎賓館
（古民家）に合宿し、「己」の人間力向上養成を中心に、仁徳養成、アイデア力養成講座等。地域創生のリーダー的養成では、
現場主義発想の企画力・演出力・自主財源力等を研修。

◎期日  2026年5月8日（金）～5月10日（日） 「2泊3日」
※5月8日（金）は13:00までに現地（柳谷自治公民館）に集合してください。

※5月10日（日）は15:00に解散。

◎会場  鹿児島県鹿屋市串良町上小原4939-3 柳谷自治公民館ほか

◎参加費 60，000円 ※交通費は各自でご負担ください。

内訳（講師料、資料代、 宿泊代、食事代（朝昼夕食）、記念写真代 他）

◎対象者 老若男女（18歳以上） ※卒塾生再度参加できます。

◎定員数 20名（先着順） ※前泊無料（迎賓館宿泊）

（カリキュラム）

① 仁徳養成・アイデア養成・人間力向上とリーダー的人材育成講座 等

② やねだんの地域創生～地域課題を正面突破するには？ ～住民自治・自主財源確保活動・還元テーマ～ 等

③ ドローンとは？～空撮実演、ドローンの利活用と現状、ドローンの未来、ドローン免許取得 等～

(株)ドリームポート都城 代表取締役 坂元成止

④ 休耕地活用に鹿児島銘菓（かるかん）原料の自然薯収穫体験、買取契約（かるかんメーカー明石屋・山形屋百貨店・やねだん

の3者連携体制）1kg当り約2,000円（10a当り 約150万円～200万円）

⑤ デジタル空間とどう向き合うか ～一般財団法人ＡＶＣＣ理事長・霞が関ナレッジスクエア（KK²） 久保田了司～

⑥ 地方自治（職員）に求められること・その役割りと期待・地域づくりの実践と行政の役割り ～岩切剛志～

⑦ 地域づくりは現場の一歩から。福留正倫カメラマンと15年間の取材。感動と感謝・共生と協働の秘話等。 ～山縣由美子～

⑧ 福祉の現場と未来 ～山田一久～

⑨ やねだんに惚れ込み、韓国にやねだん唐辛子を広め、日本に永住を決めた想いを語る～金大煥～

⑩ 福祉タクシー・民間救急の活用

主催：鹿屋市柳谷町内会 やねだん故郷創世塾 塾長 豊重 哲郎

申込書

住所

ふりがな 性別 男 ・ 女

氏名 年齢 歳

勤務先 部署

役職 Eメール

TEL FAX

【参加申し込み・問い合わせ先】申し込みは、上記「申込書」に記載の上、FAX又はメールでお願いします。
※FAX又はメール受理後、やねだんよりFAX又は電話でご連絡を差し上げます。(1週間以上かかることもございますがご了承願います。)
〒893-1605 鹿児島県鹿屋市串良町上小原4964-2 鹿屋市柳谷町内会（会長 豊重哲郎）
TEL: 0994-63-1731(会長携帯：090-4517-9578） Emal:toyoshige@mail.yanedan.com FAX:0994-63-1732

挑戦



指導助言者

■山縣 由美子氏【南日本銀行社外取締役・元 南日本放送（MBC）キャスター・やねだん集落を長年取材】

2008年に制作したテレビドキュメンタリー「やねだん～人口３００人、ボーナス出る集落～」で石橋湛山記念早稲田ジャーナリズム

大賞。ギャラクシー賞など受賞。2019年には、取材記「奇跡の集落やねだんを取材した日々」（羽鳥書店）を出版。

■久保田 了司氏【一般財団法人ＡＶＣＣ理事長・霞が関ナレッジスクエア（KK²）】

2012年故郷創世塾11期生 一般財団法人AVCC（Advanced Valuable Communication Center) 理事長

■岩切 剛志氏【かごしま県民交流ｾﾝﾀｰ館長】

現職 かごしま県民交流ｾﾝﾀｰ館長。1980年鹿児島県採用、共生･協働推進室長、企画課長、企画部長等歴任後、2022年鹿児島県

副知事退任、室長時代に出会った「共生･協働の地域社会づくり」は官民協働での新しい公共政策であり今後の行政の原点と考える。

協働の理論と実践、これからの地方公共団体の役割などが主な関心分野

■山田 一久氏【社会福祉法人ｽﾏｲﾘﾝｸﾞ･ﾊﾟｰｸ理事長】

2011年故郷創世塾9期生。九州保険福祉大学社会福祉学部卒業。全国社会福祉協議会福祉職員ｷｬﾘｱﾊﾟｽ対応生涯研修課程指導者。

宮崎県地域福祉ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ。（社福）ｽﾏｲﾘﾝｸﾞﾊﾟｰｸ理事長

■坂元 成止氏【(株)ドリームポート都城 代表取締役】

■金大煥（キムデファン）氏

1996年大分県別府大学留学。同大学院卒業後、同大学の教壇に立つ。現在は九州を中心にゴルフ場10コースを運営する丸善グ

ループ会社の営業本部長。鹿児島鹿屋カントリークラブ取締役会長。2026年2月、日本の永住権を取得。

■豊重 哲郎【柳谷町内会長】

1960年県立串良商業高校卒業後、東京都民銀行入行。1971年にUﾀｰﾝし養鰻業を開始。1979年に串良町上小原校区公民館長

に就任。（～1997年3月）。1996年、柳谷自治公民館長に就任。以来、行政の補助金に頼らない「全住民参加型の地域づくり」を展

開中。地域活性化伝道師（内閣府）

司会進行スタッフ

■卒塾生複数名「ｽﾏｲﾘﾝｸﾞﾊﾟｰｸ」


